
空間･社会･地理思想第2号pp.2-18, 1997

space, s∝iety and Geographica】 Tho喝帆No.2

福沢諭吉著『世界国尽』に関する一研究
-書誌学的調査-

源　昌久*

Ⅰ　はしがき

本稿は明治時代,最大の啓蒙思想家のひとり福沢諭吉

(1834 (天保5)-1901 (明治34) )の地理学に関する書

誌学的研究の第一報であり,筆者がこれまで空白であ

った明治地理学形成前史について発表してきた,志賀

重昂(1863 (文久3) -1927 (昭和2)) ,内村鑑三(1861

(文久元) -1930 (昭和5)) ,矢津昌永(1863 (文久3)

-1922 (大正11) ) ,山上万次郎(1868 (明治元) -

1946 (昭和21) )等の論考に続くものである.なお,

今回の研究は,福沢の地理(学)関連著作の内, 『世

界国尽』 (1869(明治2)午)をとりあげ内容を調査･検

討し,その原拠本の確定を主目的とし,今後発表する

本格的考察のための基礎的資料を提示することを試み

ている.従って彼の地理学体系およびそれが彼の思想

の内に占める地位についての発表は,後日に期したい.

筆者が『世界国尽』を論題としてとりあげた動機の

ひとつは,同書の内容が今日的意義を有していると考

えられるからである.本書は,明治初期に多数部(一

説に百万部)刊行され,国民との結びつきが非常に強

く,国民の国際理解を深め,地理的知識の向上を計っ

ている.現在,学校教育の場にとらわれない広い意味

での地理教育が一般国民にどれ程,密接な繋がりを持

っているのか.さらに,地理についての知識向上に努

力しているのか.本書の内容(表現を含めて)を考察

ナることは,現在の地理教育を検討する上で欠くこと

のできないものと思われたからである.

『世界国尽』を論じる前に,同書が出版された当時

の時代背景について少し触れてみたい.幕末,アメリ

カを始めとする列強の開国要求により, 1854(安改元)

午,江戸幕符はアメリカと和親条約を締結し,下田･
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函館2港を開いた.次いで.ロシア,イギリス,オラ

ンダとも和親条約が結ばれ,諸外国と国際関係を持つ

ことになり,二百年以上続いた鎖国政策解消の糸口が

開かれた. 1860 (万延元)午,日米条約批准交換のた

めに幕府は使節をワシントン-遣わした.この使節の

一員として,福沢は参加し,近代国家アメリカを直接

に見聞した.開国後,先進資本主義国家の欧米との貿

易が開始され,日本は世界市場に組み込まれ,経済の

大変動が引き起こされた.経済的:こも政治的にも遅れ

ていた日本では,植民地化されるのではないかという

危機感が生じてきた.このような状況の中,反幕府勢

力の増大に伴い徳川政権が崩壊-と進行し.明治維新

を迎えた.新政府は開国進取の方針で望み.国際社会

の一員として出発した時期であった.

ここで,福沢の地理(学)および地理(学)関連の著

作(翻訳に近いものも含む)の主要なものについてリ

スト･アップしてみよう. (タイトル等の書誌記述方

式は,後述のn. i. (2)および(5)の規則を準

用する. )

1) 『二万延元年アメリカハワイ見聞報告書]』 1860

(万延元)午

2) 『[西航記]』 1862 (文久2)午

3) 『[西航手帳]』 1862 (文久2)午

4) 『唐人往来』 (表紙) 1865(慶応元)辛

5) 『西洋事情』 (見返し) (初編)三冊本1866(磨

itこ2)午

6) 『 [慶応三年日記二』 1867(慶応3)午

7) 『西洋旅案内　付録万国商法』 (見返し)二冊本

1867(慶応3)午

8) 『条約十一国記』 1867(慶応3)午

9) 『西洋事情外編』 (見返し)三冊本1867(慶応3)

年[1868(慶応4)年]

10) 『<訓章>窮理図解』 (見返し)三冊本1868(明治
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元)辛

l]) 『掌中万国一覧』 1869(明治2)午

I2) 『<頭勢大全>世界国尽』 (外題)六冊本1869(明治

2)午

13) 『西洋事情二編』 (見返し)四冊本1870(明治3)

年

14) 『く砂嚢>手習の友』 (見返し)二冊本1871(明治
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15) (T<子供必用>日本地図草子』 1873(明治6)午

16) 『道中日記』 (表紙) 1889(明治22)午

上記の他に『学問のすすめ』等も地理学に言及して

いる箇所が見受けられる.このように,福沢の主たる

地理(学)および地理(学)関連の著作は, 1860年か

ら】873年頃までの】4年間にほぼ集中し, 『世界国尽』

揺,この14年間の半ばより後に刊行されたことが判る.

この期間iこ福沢は外国を直接.見聞する機会を3回

得ている.第1回目は,既述したとおり, 1860 (万延

元)午,日米条約批准交換のために幕府が使節をワシ

ントン八達わした際に,この使節の一員として参加.

第2回目は, 1865 (慶応元)年1月から12月までの

遣欧使節の随員としての体験であった.第3回目は,

1867 (慶応三)年1月から同年6月まで.幕府の軍艦

受取委員の一員として再度,渡米体験をした.渡米中.

福沢は地理書を含む学校用教科書を大量にしかも同じ

書物を複数分,購入した事実は注目すべきである.

福沢の地理学に関係した活動として, 1879 (明治12)

年4月,英国のRoyal G帥graphical Societyにならって設

立された東京地学協会の会員としての経歴が挙げられ

る.彼は,協会が発足以来, 4カ月余りで退社してい

る.退社理由について,石田(1969,p.7)は, "肌合い

からいっても合わなかったのであろう. "とし,辻田

(1975,p.ヱ94)は, "民主的な福沢は,貴族的･社交的

な協会の水に合わないことを自覚したのか, .　"

と記している.

なお,本稿中のタイトル,固有名詞,引用文は,本

誌の執筆要領に従い,出来る限り常用漢字を使用し,

変体仮名･異体字は通行の表記に改める,引用文の振

り仮名は,原拠に拠らず地名等,最少限度に止める.

タイトル中の二行割書,角書きは, <>内に入れ,小

ポイント活字で示す.引用文を慶応義塾編纂(1958-

1964) 『福沢諭吉全集』による場合は, 『全集』と略
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し,巻号はアラビア数字で示す.

Ⅱ　『世界国尽』

1.暮誌的調査

『世界国尽』は,福沢の著書のうちでも最も多くの

発行部数を有した書物のひとつであり,各種の版本や

偽版も出版された.ここでは本稿の底本とする『<頭身

大全>世界国尽』 (以下,書誌以外では『頭書』と略す)

およびF<泉′本>世界国尽』. 『領事素本>世界国尽』に

ついて書誌的事項を簡単))に記してみよう.

本書誌の書誌的事項の記載方法は次ぎの規則に従う.

(1)記載の順序は『 (総合)タイトル』,責任表示,

その版に関する事項,出版事項,対照事項.

各著作のタイトルがある場合は､ 『タイトル』,丁

数を記す.

(2)本文巻頭以外のタイトルを採用した場合には,タ

イトルのあとに( )で注記する.

(3)目次等で内容を知るために重要と思われた著作に

ついて㌻も　(内容)の項に記す.

(4)本の大きさの表示について,半祇判は半,大本の

半裁は中と記す.

(5) [ ]記号は定められた情報以外から得た言をや数

字を補記したい場合に使用する.

( )記号は説明を加えたり限定する場合に使用する.

/記号は原文で改行になっている場合に使用する.

なお.使用した書物は.慶応義塾福沢研究センター所

蔵のものである.

1) 『世界国尽』　6巻　福沢諭吉訳述　慶応義塾蔵

版　江戸　岡田屋嘉七　明治2(1869) (木版)半　6

冊

a. 『<頭杏大全>世界国尽　亜細亜洲　-』 (外題)序

文4丁　凡例3丁　目録2丁　本文17丁　折込色

彩地図[2 (東の半世界･西の半世界) (亜細亜洲) ]

面　慶応義塾蔵版目録1丁半

(内容)目録

-の巻　発端　亜細亜洲　同頭書図入

二の巻　阿非利加洲　同頭書図入

三の巻　欧羅巴洲　同頭書図入

四の巻　北亜米利加洲　同頭書図入

五の巻　南亜米利加洲　同頭書図入　大洋洲　同頭
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書図入

六の巻　地理学の総論　天文の地学　自然の地学

人間の地学

b. 『<頭%/大全>世界国尽　阿非利加洲二』 (外題)

本文16丁　折込色彩地図[1]面

c. 『<頭勢大全>世界国尽　欧羅巴洲三』 (外題)本

文33丁　折込色彩地図[1]面

d. 『<頭%/大全>世界国尽　北亜米利加洲　四』 (外

顔)　本文24丁　折込色彩地図[1]面

e. 『<頭卦大全>世界国尽　南亜米利加洲　大洋洲五』

(外題)　本文19丁　折込色彩地図[2]面

i. 『<頭書ノ大全>世界国尽　附録　六』 (外題)　本

文22丁　　奥付

2) 『世界国尽』　6巻　福沢諭吉訳述　慶応義塾蔵

版　再版ニ)江戸　岡田屋嘉七　明治4(1871)[明治

5(1872)]3>　木版)半　6冊

a. 『<頭勢大全>世界国尽　亜細亜洲　一　再刻』 (外

題)　序文4丁　凡例3丁　目録2丁　本文17丁

折込色彩地図[2]面

b. -e. 4>

f. 『<頭都大全>世界国尽　附録　六　再刻』 (外題)

本文22丁　慶応義塾蔵版目録【 1]丁　奥付

2-1) 『世界国尽』　6巻　福沢諭吉訳述　慶応義

塾蔵版　再版　江戸　岡田屋嘉七　明治4(1871) [明

治5(1872)]  (木版)半　合3冊

a. 『<頭卦大全>世界国尽　亜細亜洲/阿非利加洲巻

之-二　再刻』 (外題)　序文4丁　凡例3丁　目録

2丁　本文33丁　折込色彩地図[3]面

b. 『<頭各.大全>世界国尽　欧羅巴洲/北亜米利加洲

巻之三四　再刻』 (外題)　本文57丁　折込色彩地

図[2コ面

c. 『<頭卦大全>世界国尽　南亜米利加洲/大洋/附

録　巻之五六　再刻』 (外越)本文41丁　折込色

彩地図[2]面

3) 『世界国尽』5) 3巻　福沢諭吉著　江戸　福沢諭

吉　明治5(1872) (木版)中　合3冊

r<素/本>世界国尽　-』 (外題)本文37丁　折

込色彩地図[1 (東の半世界･西の半世界) ]面6)

b. r<素/本>世界国尽　二』 (外題)　本文37丁

c. f<m/本>世界国尽　三』 (外題)本文50丁(版

下書家の署名)

4) 『<真争寮本>　世界国尽』7)福沢諭吉著　福沢氏

版　明治8(1876)(木版)半1冊本文24丁半　奥

付

2. 『頭暮』の内容および表現上の特徴

本節では『頭書』の内容および表現上の特徴につい

て言及してみよう.

1)内容に関する特徴　本書は, Ⅲ-1. -1) -

a. (内容)で示したとおり.世界全体を地域別:こ日

本の属しているアジアを最初に述べ.次ぎiこアフリカ

-ヨーロッパ-北アメリカ-南アメリカ一大洋洲(オ

セアニア)の順に解説している世界地誌の書物であり,

かつ.手習い(習字) ･読方の役割をはたしている教

材でもある.学制発布(1872(明治5)午)以晩　下等′J､

学の地学読方､地学輪読の教科書として採用されてい

る.

本書の作法について福沢は, ｢-　比書は世間にあ

る翻訳書の風に異なれとも　　｣ (-の巻　凡例　第

五丁オ)と記し,欧米の地理書.歴史書のエッセンス

を集めて翻訳を行ったとしている. 『頭書』の刊行さ

れる前年(1868(明治元)午) 6月7日付の山口良蔵苑

の手紙中で福沢は, "‥.翻訳物も現金にて仕候‥ ‥

一　兵書,窮理書,地理書,舎密書,新聞紋の類.十

行二十字の訳書一枚に付代金壱両. " ( 『全集』 17, p.56.)

と記し,翻訳者として生計をたてる決意を述べている

8).この点からも明治初期には彼は翻訳を力をいれてい

たことがうかがわれる.さらに,筆者は, 『頭書』の

見返しに｢福沢諭吉塾塗｣ (筆者下線)と記載されて

いる点からも,本書を著書と言うよりも訳書に近い書

物と見ている.

始めに, 『頭書』六巻の内,筆者が地理学史研究上,

最も重要と見ている六の巻の特徴(内容面)について

述べてみよう. -の巻から五の巻までの内容は,挿絵

図付世界地誌で,六の巻の内容は,系統地理である.

六の巻では､ ｢地理学の総論｣で始まり, ｢天文の地

学｣ ｢自然の地学｣ ｢人間の地学｣の順に地理学を頭

書を付せずに解説している.地理学を三分野に分ける

方法は.名称および構成順序の違いを別にして, "江

戸時代に伝えられた1 7世紀の地理学以来共通'' (日

源
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本地学史編纂委員会, 1993, p.882)のものである.福沢

が系統地理を六の巻付録として位置づけている点は注

目すべきである.当時の英米版地理教科書は,管見の

限りでは,世界地誌の記述に入る前,つまり,冒頭の

部分において系統地理を説明している場合が多い.さ

らに, n-i. -3)�"4)で示したように, r<*/本

>世界国尽』 ･ 『<責字横本>世界国尽』は,六の巻を

付していない.上述の事柄は,次ぎのことを意味して

いるのではなかろうか.系統地理に関する記述は,也

理学を理解する上では,重要であり, -の巻から五の

巻の内容を理解する際の基礎的なバック･ボーンであ

る.しかし,それは.やや抽象的な側面も含み,明治

初期の本書の対象読者層(児童婦女子)にとっては,

理解しがたい部分を有している.そこで, -の巻の冒

頭において系統地理に関する記述を行うと,読者が地

理学アレルギーを引き起こす危倶を福沢は感じていた

のではなかろうか.当時の民衆に世界地理の知識を判

りやすく教えることが文明開化期の啓蒙地理書にとっ

て第一の任務であり,読者もそれを望んでいたので,

上記のような結果になったと思われる.

次ぎに, 『頭書』上梓の目的について見てみよう.

福沢自身が目的について序で, "専ラ児童婦女子ノ輩

ヲシテ世界ノ形勢ヲ解セシメ.其知識ノ端緒ヲ開キ.

以テ天下幸福ノ基ヲ立テントスルノ微意ノミ" (-の

巻　序　第一丁オ)と述べている.明治初期,内外の

社会情勢が激動する中,児童･婦女を対象に世界地理

を教えて,天下(国家)の幸福の基本になることが本

書の究極の目的である.

第三に,福沢が『頭書』中において資料･データを

いかに扱っているかを考察してみよう.本書は,往来

物の分類系の中においては,地誌型9)に属している.

同型で世界を記述対象としたものが盛んに刊行･編纂

されるようになったのは,明治以降のこと10)である.

本書は,他の地誌型往来物に比較すると,地勢,産物,

人口数等の地理情報(計数データを含む)を正確に,

詳細.'=記赦している.例えば, 『<童輩/持株>西洋往来』

(1868(明治元)年刊,作者不眠本文1 5丁) ll竹ま,

記載国の面積,人口数共に表記されていない.また,

『<銅版画入>　万国往来』 (1871(明治4)年札　四方茂平

著) 12)では,日本から他国-の航海上距離は記されて

いるが,記載国の面積,人口数,政体等については言

及されていない.

第四に, 『頭書』に見られる歴史的観点について記

してみよう.本文(-の巻から五の巻まで)および頭

書を調べて見ると,地理情報と併せて,歴史,特に.

記載国の18-19世紀の歴史.つまり,当時の近･

現代史(戦争史,建国史)が記されていることが判る.

明治初期から中期にかけて読まれた歴史教科書(原

書)の一冊である『パルリー万国史』 (Peter Parkりノ's

universal history, on the basis ofgeo卯why)�"(筆者下線)

が地理に基づく歴史書であるのとは対照的に, 『頭書』

は,歴史に基づく地理書と言えよう.地理情報と共に

当時の各国事情を記述することで,福沢が国家の成立

プロセスを紹介しながら,自国の新国家形成の理念お

よび将来像を理解させようとする意図を筆者は見出だ

す.なお,六の巻　｢人間の地学｣中で述べられてい

る政府の体政(三種:立君,貴族合議.共和政治)に

関しても.同様の理由から説明14)が加えられ穣削ごと

に多数の国が明記されている.

2)表現上の特徴　始めに.挿絵図(福沢は｢図｣と

表記)について見てみよう. 『頭書』に関する先行研

究資料を見ると.頭書部分(六の巻のみ本文)に掲載

されている木版刷の挿絵図に言及し,著者等はそれら

の挿絵図が内容の理解を深めかつ楽しく読み易くして

いることを指摘している.挿絵図は,正確に描かれ,

本文および頭書の解説に役立つように掲載されている.

山口(1992, p.55)は.自身の体験談で挿絵図の風景描

写の精確さを傍証する言葉として, 『頭書』の｢香港

の景｣ (-の巻　第五丁オ)に関連し,次のように述

べている.

ヴィクトリア･ピークを背景に香港島の市街を望むその

写真は,諭吉が『世界国尽iに掲げた:香港の景｣ (第

十三図)とほぼ同じ構図になった.

これらの挿絵図は,本書がベスト･セラーであった

ことも一因15)となり,場所のイメージを固定させる作

用をしたと思われる.つまり, 『頭書』の挿絵図は､

対象の地域･国々を代表するイメージを形作る上で貢

献し,明治以降,日本人のステレオ･タイプの海外に

関する景観イメージ形成に極めて影響が大きかったと

言えるのではないか.

挿絵図と頭書の説明は,本文の七五調で簡潔にまと

めた文章の理解:=役立つよう:=工夫されている.この

ような工夫は,江戸時代の往来物に見られるスタイル
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である.それは, ｢頭書画入｣ ｢頭書絵入｣等の形式

と同様であり,伝統的な様式を踏襲したのものである

と考えて良いであろう.

次ぎに,本文の文体について述べてみよう.文章は.

漢字(総振り仮名付き)と平仮名を使用し,七五調の

韻文体で書かれ.児童にも読み易くかつ口雷雨し易く記

述されている.また,それらの文章は,草･行書体で

記されている.これらの編集手法は,従来の往来物に

既に活用されていたもので,福沢が新規に工夫したも

のではない.前述に関連して,教育史的見地から考察

するならば, 『頭書』の物理的数量が問題になる. 『頭

書』は.手習い(習字)の教材として目的のみで作成

されたのではなく,読本としての用途を有していた.

習字用の手本は,半年ないし一年で別のテキストに改

める習慣があった.故に,習字用の手本は,大冊のも

のは使用されない.しかし,読本としても用いられる

と,分量には制限がなくなり,大部のものでも使用可

能になる. 『頭書』は,このような従前の習字主義か

ら読書主義路線-の転換期に位置付けられる.本書が

六冊から構成され大部になった点は,新しい時代に沿

った展開である16)

第三に,陀頁書』中における外国地名･人名の表記

の仕方について述べてみよう.本書の凡例で,福沢は,

``故に此書中には勉ては日本人に分り易き文字を用る

やふにせり" (-の巻　凡例　第六丁オーウ)と記し

ている.従来の地理書では,地名の読み方は唐音の漢

訳字を当てたりして, "国地名に定字なし''と注記す

るものが多く見られた.福沢は,凡例で述べた方針に

沿い,外国地名･人名の読みに和訓字を当ている.西

宿(1970,p.317)は､この新しい展開を"大胆な旧習打

の実践表記''とみなしている.例えば,ペルー(Pe仙

(スペイン語) , P肌(英語) )は,江戸期の地理香お

よび明治初期の外交文書では李露,庇魯,秘魯,白魯
バ↓.'3う

と記されていたが, 『頭書』では,平柳と表記されて

いる.なお,地名の読み方に和訓字を当てる仕方の最

初の例として,明治文化研究会(1969, p.1276)は, "万

延元年(筆者注: 1860年)作,桂園森田行(筆者注:

森田清行(1812 (文化9)午-1861 (文久元)午). 1860

各　日米条約批准の際,随員として渡米)のr航米維詩]
ssz;

に,虹架碧眼花間宰. ･-"をあげ,福沢を``和訓音訳

の中興開山"と位置付けている.

以上のように, 『頭書』における内容および表現上の

特徴について筆者はまとめてみた.その結果,福沢は,

江戸時代の往来物にも見られる表現形態-一七五調の

文体.漢字･仮名混じり文,頭書図入等--を採用し

ている.一方,彼は,正確な地理･歴史情報および国

家形成期の国民に必要な知識を上手に伝統的手法を活

用して判りやすく理解させた.この意義は非常に大で

ある.

Ⅲ　『頭書』の原拠本に関する調査

『頭書』の著述(作成)には, Ⅱ-2. -1)で既述

したように.なんらかの翻訳のための原拠本が使用さ

れたことは明らかである.太田(1976,p.131)は,福沢

の著訳書の原拠本についての研究を発表し,そこで『頭

書』に関して, ``明治二年刊の｢世界国尽｣ (全集第

二巻五七九-六○八)の歴史の部分, ‥ .上記の書

[筆者注:歴史に関する原書1 1冊が列記されている]

が随所に利用せられたが,パーレイは特に逐語訳の箇

所もある. "と指摘している.しかし,前述以外の詳

細な調査は試みられていない.筆者は, 『頭書』の原

拠本を探索するため,福沢が披見した可能性のある書

物を含むと思われる『慶応義塾図書館　洋書目録』

(1906年刊) n)中のGeo酢phy and travelsの項に掲載さ

れている図書,福沢の著訳書に記載されている英米の

地理学書, 『<藩学兼備生成>洋書目録全』 J&)等を謂査し,

該当書を探すことを試みた.その結果,挿絵図(計1

o8図)中, 83図(約77%)に関しての原典およ

び六の巻についても部分的に原拠本を見出した.

1.挿絵図の原典

筆者は.挿絵図の原典を調査する際, 『頭書』の全

図に通し図番号を付して,原拠が判明したものに出典

を記して整理したものが第1表であり.さらに,集計

結果の数値をまとめたものが第2表である

原典が判明した計8 3図について調べて見ると,吹

ぎの二点のことが言える.

第一に,福沢は, 『頭書』の訳述に際し,少なくとも

五種以上の原書を活用して.若干の例外(例えば.図

番号7)を除いて,本文および頭書の解説に適切な図

を原書から選択し,付している.

第二に,大部分の挿絵図は,構図が同一である(第l

図参照)のとともに,原典の銅版画のタッチを木版画

蘇
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第1表　『頭書』中の挿絵図の原典調査

原拠本文献番号1).V/S 6'.(1872) 2)ComeU's high schoolgeograph¥>00) 3) 『地学初歩』 4)A pictorial hand-book of modern

geography-.(1865) 5)PelerParlり5 universalhistory*...(n.d.) *記号を付した図は, 『頭書』中の挿絵図と構図等が多少異なる.

7

図番号 ノンブル 題目 (キ ャプション) 出典( 篠本) 原タイトル

1 ■畑額3丁オ 亜触臥 種 支那の下人 D p. 33 The mongol race. (A Ch inese laborer.)

2 'u .u † (無産) 原拠本不明 ■

3 at srt 香港の景 D p.377 江0ngー【ong.

4 鮎 7l-オ 孔子門人ヘ煮る図

I .

5)p､ 104 * Co nfucius and his disciples.

5 札ヒ 9丁オ がんじすかわ
舵寺洲河の景

D p.365 Scen e on the Ganges.

6

7

8

札ヒ 10丁オ

邑ヒ lOTウ

鮎 11丁ウ

かもー▲た
軽骨田奉行所の景

D p.368 Govem enトhouse.Ca lcutta.

印度の人 象にのる D P.37 1 Scene in S lam.

御子 うはばみを喰ふ D p.367 As iatic lion.

9 持上 12丁ケ ｢ペるしや｣ の男女 家内のありさま D p.360 Group of Persians.

1 0 0i if iオ rあちび刊Q)人らくだに薫り剰節する 原拠本不明

1 l ■尾上 l5丁ウ
I-○̂.■ちくそり
馴鹿 穏を引て氷を渡る 原拠本不明

I
1 2 田上 17丁オ 盛無産仙の景 原拠本不明

I

1■3 二̀蝿婁1丁ウ あふりか人 D p.412 As血 tee. こ7シ†ンテイ(頚)]

■1 4 同上 3丁ウ 一4.いるかか
内留河大水の景 D p.404 Over flow of the 刊ile-Sue之ra il血

1 5 同上 5丁ウ ｢ぴ らみゐで｣ の図 D P.40 1 Pyraa id o f Cheo ps▼and Sphinx.

I 6 同上 5■rケ ≦瀬野 ●■す● D P.406 �"Natives h u皿t iiifi the hippopotaa us.

l 7 毘上 7T * 麻同相軽の都 棚姦龍の貴 D p.428 C ity of Tananar ivou.Madagascar.

■L 8
持上 8ー.r* 喜望峯の景 D P.417 Cape To町i-Tab le mountai皿

1 9 筒上 9丁オ ■称千 人を喰J ､ D p.414 Africm lion.

2 0 P h 10Tウ 1JLじる丹路留の農 2)p.282 I Tangier,Morocco.

2 1 1祉 11丁ウ ｢あ るぜりや｣ の景 1)pー393 City of Algie rs.

2 2 a t 13ーーオ 一砂漠へ人口の景 U p.396 Gate to S由la ra.

2 ◆3 且ヒ 15丁オ ましhL■土林寺島の景

チ

D p.426 Fancha l.Madeira Is land,

2 4 馳 16丁オ し/.:- へ∫Lー
新罷辺礼姦の景

2)p.297 St.He lena

三の塀1丁ウ

良上　2丁り

向上　3丁オ

指上　4TO

Rh　5T†

良L　5Tオ

駈　5丁中

古当!ォi

同上　九Tウ

恥11丁オ

昆上1ST*

え�"¥ 0>-Al

欽定巴人種

�"tyl晒軸0 1相きさんどaJ　今棚輔i三郎tffti

ん｣今蛸柵rCよ'7弘j

今の英吉利女王　ひくとりや

無智の民　字を知らば戦ふなり

いまだ雛くしててん真くの下に鮎あらぴや軸L

ほ光まり辞あAi'も人跡やしきrとにj rベ礼やj功し

w.Sm&巨召唱EH冠巳[0.ヨm別J

いぎりすのみやこ｢ろんどん｣の風景

兼気車　伝信横

ふらんすのみやこ｢ばりす｣の景

仏画当帝第一世　なぼれおん

Dp. 33

Dp. 39

Dp. 39

Dp. 36

Dp. 37

Dp. 37

Dp. 35

原拠本不明

原拠本不明

Dp. 301

原拠本不明

The Caucasian race.

Alexander皿. NapoleonI, Francis

Jos eph.

Queen Victoria

The savege state.

The barbarous state.

The half-civilized state.

The enlighted state.

Boulevard Sebastopol, Paris.
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且L 14丁ウ

昆上15丁ウ

R上16丁ウ

Bi 17Tウ

鮎18Tオ

良上19Tオ

目上19丁り

良上　20丁り

敵　21丁オ

ah　22TI

Hh　23rウ

昆上　24丁一

迫1: 25丁オ

昆上　26丁ウ

q上　27Tウ

鮎　29丁オ

見上　30-JI

Bh　311ウ

向上　33Tオ

抑墨凱け

B. 3Tオ

良上　4丁ウ

R1 6丁オ

&t　77書

見上　7Tウ

WL IOT†

at 12丁オ

且ヒ16丁オ

at iTT書

見上1Trウ

flt lSTオ

削: 19Tオ

持上　20け

at　22丁り

見上　24丁オ

at　20ウ

尾上　24丁ウ

1HWK弓

西班牙の都｢まどりつと｣の居
官fWS-1

葡萄牙の都｢りすぼん｣の農

｢じぶらたる｣の景
craav

丸太鴫の思
し　し　り　しま　　こ　と　{J　ごん

軒千里嶋　江戸裏山の濃

いたりや国の風景

｢しんとべいとる｣宮殿の図
'jmia⊂j

ぎりいきの都　安全洲の崖
と　る　こ

土留盲の都rこAすたんちの朗｣の患
おふすとr)や　　　　　'-　い'X.&

境地利の都　手軽姦の景

JJ '>　し十

普魯士の凝｢べるりん｣王宮の図
EMSi&E

瑞西　田舎の景

｢あむすてるだむ｣の景
ニーIベん11へ⊥

骨片池辺　遊園の泉
Lォ】　　　　　　　　　　　　コtm-mr,

環典　の菰　須達保留武　王宮の図
べいと　ろ　てい

平土留帝

ろしやの都｢べいとるぼるふ｣の景

｢せばすとぼる｣台場の図

もすこうの貴

こ　J}んぷす

古論武子
sri^こ;

｢ころん1ぐす｣西鉄牙を出帆す

｢えすきもう｣氷をっみたてて家とす

¥7Hカ｣上人　Tえうろ刑の人を･-1ちころさんと†
n mサ.

音別久台場の図
4-tだ　　　　　　.q　だl▲　ふ

金田の都　小田羽村　政事萱

名将わしんとん

ぶんける山の戦
い.!'りす

r臥すとん｣の棚　英吉利の畑へ公彬鮎

｢わしんとん｣府　政雫常

｢にうよるく｣市中　遊園の図

金山の穴の模様

｢めきしこ｣の嶺山学校

｢あかぼるこ｣

(無題一地図)

｢西いんど｣の風景

芭蕉
J-rt-J

｢パイナップル｣をち一　松子の如し

2)p. 220

2)p. 222

原拠本不明

2)p. 242

Dp. 336

2)p. 211

4)p. 237

Dp. 334

Dp. 331

I)p. 326

Dp. 297

Dp. 319

Dp. 303

Dp.

Dp. 283

原拠本不明

4)p. 276

4)p. 280

原拠本不明

原拠本木明

原拠本不明

原拠本不明

原拠本不明

Dp. 70

Dp. 65

原拠本不明

原拠本不明

原拠本不明

Dp. 83

Dp. 110

Dp. 87

t)p. 204

Dp. 207

原拠本不明

Dp. 215

Dp.212

Dp. 217

* Madrid. S坪ii n.

* Lisbon, Portugal.

The Island of Malta,

Mount Etna, Sicily.

Genoa, Ital y.

St. Peter~s.官erne.

The Acropolis at Athens.

City of Constantinople.

Church of St. Charles, and the polytechnic

school at Viena.

監oyal Palace, Berl in.

Swiss cottage.

City of Aisterdaa.

Grand square, Copeniぬgen.

Royal Palace. Stockhola.

St. Petersburg.

Sebastopo l.

Citadel.恥k.

New parliament buildings at Ottawa

Capitol at †asingtoa

View in CentralねⅠ七

Gold-mning in ≠evada.

College of山ines,city of Mexico.

Acapl ico.

Seine in the lest Indies.

辛 8a血ana-tree.

(キャプションなし)
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且上　3丁ウ

at　4Tウ

恥　5丁り

鮎　6丁ウ

鮎　訂寸

Iit　8Tオ

鮎　9Ti

恥11丁オ

同上12T*

良上14丁ナ

ftt 161`才

SI. 17Tオ

鮎1.汀ウ

ah 181*

Sik 19T書

IIJr41JrJIHr140tlI

六の城6丁ウ

flh　37ウ

at　-w

鮎　4Tウ

at　5T書

見L　6T1

4h　6T->

剛二　7丁オ

Ht　7T書

見上　7Tウ

札と　8丁ウ

at　9T*

at IOTウ

Hi llTオ

l祉1けウ

10

1｡喜!芸ミ…;;

1(17

1n8

at i8Tt

鮎　22丁ケ

かるかすの景
j; 0,しり

武良尻の菰｢りをじゃねいろ｣の景

｢ぶらしり｣の深山

縄稲を渡る
つIiヒ.～

腹蛇　人馬を害す

群追　河を渡る

｢けいぷはふるん｣の貴

べいりゅう国の都会｢くすこ｣の景

繭あめりかの鴫にて　鳥の糞を取る
'jmxn

呂宋の都　まにらの貴

Op.218

2)pL 156

Dp. 226

1)p. 232

2)p. 160

Dp. 239

Dp. 221-

Dp. 246

原拠本不明

Dp. 236

原拠本不明

2)p. 314

あふすたりやの港｢しどに｣　　　　Dp, 436

めるぼろんの景

しんぢんらんど4)人梯lの人臥り

｢しんぢんらんど｣の景

｢はわい｣嶋　火山の絶頂の景

(撫題一地球の図)

(無題-方向を示す俊)

縫針盤の図

二押捺　平行線

地球儀に経度捨皮を刻みたる図

(無題一気侯箱)

熱帯諸国の獣類

蛇鳥

寒帯の獣類

(無題)

嶋･半島･地狭の図

火山

大洋

海
ft-*-〟

此縦軸鴫頼と金田と6)雛ある秋

谷川

ないあがらの滝

缶柳正金｢にうを抑lんすJの且

Dp. 437

原拠本不明

Dp. 438

原拠本不明

瞭拠本不明

3)16Tt

2)p. 326

原拠本不明

2)ft 397

原拠本不明

Dp. 261)

p. 27 Dp.

25 Dp.

9Dp. 10

Dp. ll

Dp. 13

Dp. H

Dp. 15

Dp. 15

I)p. 16

Dp. 40

亜米利加合衆国揃の図　　　　　　Dp. 42

General scene.

Panaaa.

Citァof Caraccs.

City ofたio de Janeiro.

A scene in a Braziliaれforest.

Bridge of ropes.

政迫-constrictor.

Monkeys crossing a streai in South一山eri

Ca.

City of Cuzco.

地milla. Island of Luson.

City of Sydney.

City of Melbourne.

Auckland. New Zealand.

(キャプションなし)

*The sariner~s叩SS.

(キャプションなし)

Elephants and the tiger.

Ostriches.

Polar bears.

Mouth of a river opening into the ocean.

In the river‥‥

Pailnsula. isthmus, and islands.

A volcano.

¶ic oce肌

A sea.

Great lakes of North血erica.

Spri∫唱and brook.

Falls of Ni呼ra.

City of New Orleans.

The United State house of representative
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で模写(刻)したと表現していると述べても過言でな

い程に原画を再現している･付言するならば,これは,

明治初期,木坂画作成に従事する熟達した職人が存在

していたから可能になったのではなかろうか.

第2表　原典調査の集計結果

≡ 引用された図諾lffi｣0/:㌶
数 数)の比率1) 6 7図 62%

i ) 10 図 10%

3) 垂 1%

4) 3 図 3%

5) 1由 1%

(合計) (82 図 (77%)

原拠本文献番号は第]表に対応.
%佳け小数点第l位を四捨五入.

以下,原拠となった図書について述べてみよう.

文献番号1 ) Mitchell'snewschoolgeography.描

絵図中6 7図(全図の約6 2 %)がMitchell'snew∫ch｡｡I

geography. (以下MSGと略す) (1872年刊) (複刻版)

に掲載されていた図からの転写である. MSGの序文

(p.4)によると,図(銅版画)の大部分は描かれている

対食物のオリジナルなスケッチに基づいて作成された

と記されている･一橋大学附属図書館所蔵本(刊年不

明)の図を見ると.図周辺下部に微小文字で"VAN

INCEN-SNYDER"と記されている場合がある. "VAN

INCEN-SNYDER　は,画の作成者なのかあるいは彫り

師なのか判断できない. MSGは,注]9に記した通り,

"Mitchell'snewseries of geography"の1冊で,ハイスク

ール用地理数科看である.同シリーズで本書より内容

の易しいレベルの地理教科書として　The new primary

geography...(¥80Q年刊)等がある.本調査においては,

MSGに掲載されている銅版画と同様の構図のものが

"Mitchell's ne､､･ series of geography"の他書に見出される

場合, MSG分としてカウントしている.福沢の著

作において, ｢ミッチッ′レ｣地理書のタイトルは, F<

訓章>窮理図解』の凡例中, "米版｢ミッチッル｣地

理書千八百六十六年｣ " (『全集』2,p. 237) 『掌

中万国一覧』の凡例中, ``同年(筆者注‥1866年)亜

版｢ミッチッル｣地理番'' (『全集』2,p. 456)のよ

うに記載されている.しかし,これらの図書がMitche】1

m

のどの地理書なのかは同定できないが.筆者は, MS

Gの可能性が高いと推測している.

なお,日本地学史編纂委員会(1993,p.882)によると,

MS Oは･次ぎに述べるCornell's high schoolgeography

と同様に学制期の下彼〔等二中学用地理教科書(原書)

として,指定されていた.慶応義塾においても『<明治

七申四月改正>慶応義塾社中之約束』に掲載されている

課業表から『ミツチヱル地理書』 (MSGの可能性が

高い)が教科書として採用されていたことが判る催

志(I986,p.49) ). Mitchellおよび彼の著書については,

｢おわりに｣で解説する.

文献番号2)�"3) sarahS. Cornellの看暮本調

査で利用したcornell (発音はP(o:mel]であり,コ-ネ

ルの表記が近似)の著書は,次のとおり. Cornell'shigh

･hoolgeography.(1868年刊　21)　慶応義塾大学メディ

アセンター蔵) :2)

コル子ル氏著『地学初歩』 (渡辺一郎複刻1866 (慶

応2 )年刊　渡部氏蔵版cornell'sprimaryge｡graphy.

Re､,'ised.) (慶応義塾福沢研究センター蔵) : 3)

2) , 3)からの図の転写は,合計12図であるが,

1)に比較すると『頭書』中の構図とまったく一致し

ているとは言い軌､ものも含まれている.また, 2) ,

3)の図を多少,省略しているものもある.

福沢の著作において｢コルネル｣地理書のタイトル

は,陶齢窮理図解』の凡例中, "米版｢コルネル｣

地理書　千八百六十大年｣ " (『全集』2,p.237) , 『掌

中万国一覧』の凡例中, ``千八百六十七年　亜版｢コ

ルネル｣地理音" ( 『全集』 2,p.456) ,外国諸書翻訳

草稿の標題中･ "千八百六十年亜米利加開版｢コルネ

ル｣地理書｢クーソル｣島の部" ( 『全集』 7.p.471)

のように記載されている.しかし,これらの図書が

Cornel】のどの地理書なのかは同定できない.

なお,前述の如くCornellの地理書は教科書として使

用され,明治初期の慶応義塾においても2) , 3) (原

香)共に日課表･課業表等から塾においても地理教科

書として採用されていたことが判る(佐志(1986,p.32s

p.45))- (慶応義塾(I958,p.282) ).

文献番号4) A pictorial hand-book of modern

geography.目　本書中計3図が『頭書』三の巻-転写

されている･本調査では, 1865年刊行本(東京大学附

属図書館蔵)を使用する.

福沢の著作において｢ボン｣地理書ののタイトルは,
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(a)園番号9　出典:『頭書』-の巻代12丁ウ

(b)図番号46　出典:『頭書』三の巻第23丁ウ

ll

cRO'-P OF P(R_EI^NS.

(a')原拠本のEKGroup of Persians.)

出典:MSG. (1872) p.360

ROYAL PサL*C⊂,OE〇LIN.

(bl)原拠本の図(Royal Palace, Ber仙.)

出典:MSG. (1872) p.297

第1園　挿絵図と原拠本の図との比較(2例)
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『<訓蒙>窮理図解』の凡例中, …英版｢ボン｣地理書千

八百六十二年" (『全集』第二巻　p. 237)のよう

に記載され,前記図書は上述の改訂版2d ed. rev.(1862)

であると思われる.

文献番号5 ) Peter Parley's universal history. ‥

本書中1図が『頭書』の図番号4-転写されている.

しかし,構図は似ているが同一とは言い難い.本調査

では,慶応義塾大学メディアセンター所蔵本(school

edition)を使用する.本書は明治前期, ･『パーレ一万国

史』として歴史教科書として広く採用され,明治初期,

慶応義塾においてもテキストとして使用されている

(佐志(1986, p.32. p.45)) - (慶応義塾(1958, p-263,

p.282) ).早くも, 1869(明治2)午,本書の翻刻本が

木版で作られている(明治文化研究会(1969,p.591) )

福沢の著作において｢パーレ-の万国史｣のタイトル

揺,福沢文集二編　巻-　｢三田演説第百回の記｣に

2度( 『全集』 4,p.477,478)登場する.しかし,この

｢パーレ-の万国史｣がpeter parley 's universal history...

か同著者のPictorial history on the world...かは,現時点で

は判断できない.

2.本文および頭暮(除　挿絵図)の原拠木

本文および頭書(除　挿絵図)の原拠本の調査結果

について述べてみよう. -の巻から五の巻までの世界

地誌については. MSGからの翻訳と推測される箇所

が若干,見出だされた.例えば, ｢いすばにあ｣を解

説した頭書の部分. "元来此国の人は骨格もよく. ‥ "

(三の巻　第14丁オ)は, MSGのp.311にほぼ該当

する. 〟5G以外の図書からの翻訳については,現時

点では不明.

六の巻の系統地理については, MS Gからの翻訳が目

立つ.六の巻は,地理学あるいは地理教育上,重要な

意味を持つ24)なお, MSGは,問答体の形式をとり

ながら系統地理に関する記述-北アメリカ-→中央アメ

リカ-南アメリカーヨーロッパ-アジア-アフリカ-

オセアニア-南極大陸一統計の順で構成されている.

『頭書』六の巻とMSGとを以下,比較しながら考

察を進めてみよう.六の巻の始めにある｢地理学の総

論｣ (六の巻　第一丁オー第二丁オ)の文章は, MS

Gの"Principles anddefinitions　(pp.7-8)中の質問に対

する解答箇所に近似している.しかし.六の巻の始め

では,地理学をあすとろのみかる･じょうがらひい-

ひしかる･じょうがらひい-ばりちかる･じょうがら

ひいの順で説明しているが, MSGでは, physical

geography- astoro geography-polideal geographyの順

で説明している.

｢天文の地学｣ (六の巻　第二丁オー第七丁オ)の

文章は.原拠不明.

｢自然の地学｣ (大の巻　第七丁ウー第十二丁ウ)

について見ると,冒頭に掲げられている挿絵図(図番

号99) (第2図)は,第1表で示したとおりMSG

の"Natural or physical geography'の最初に記載されて

いる画(第3図)と同一である.そq)画のキャプショ

ンが｢自然の地学｣の解説の始めにやや′j､さな文字で

書かれている箇所に相当する.山住(1970, p.35)は本

図(図番号99)について. "此図を見るに, .

あとで学習をすすめるさいに必要なことがらをえがい

た典型的な絵図によって,大まかなところを,まず知

らせようという左型である. " (筆者下線)と記して

いる.上述の方針のル-ツは, MSGに求められる.

｢自然の地学｣の内容について, ｢こんちねんと｣ ,

島,半島,地峡,岬,大洋,海.湖水†河に関する記

述は, MSGの問答体の解答の全訳あるいは部分訳で

ある.山,火山,砂漠,入海,瀬戸は, AfSGとは異

なる.なを, MSGに記載されているCoast or shore,

oasisの説明は,六の巻には見られない.

｢人間の地学｣ (六の巻　第十三丁オー第二十二丁

り)においては,冒頭で自然の地学を人間の地学に先

行させて記した理由が述べられている.この部分の原

拠は不明.次ぎに.世界における社会の進化のプロセ

スを.二つに大別(聾野と文明開化)し,さらに4つ

のレベル(混沌,皆野,未(辛)開,文明開化)に分

類し,詳しく具体的に国名をあげて記している(六の

巻　第十四丁オー第十七丁オ) .なお,社会の進化を

四段階に分ける考え方は,ヨ-コツバ地誌の総論に於

ける頭書(三の巻　第三丁オー第五丁ウ)で,既にM

sGから転写した挿絵図(図番号28-31)をも掲

載してヨーロッパ社会が発展する過程として言及され

ている.

二つの大別および4つのレベルの説明は, "Civil or

political geography"の車中のThe states of societyの項

での質問Q144-Q159の解答部分に相当する.ここで一

つ注意すべき点として,六の巻の未(半)開の解説(M

SGのQ157の解答部分後半に相当)において.福沢!i.
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第2図　挿絵図(国番号99)

出典: 『頭書』六の巷第7丁り,

13
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野ATURAL OR PHYSICAL GEOGRAPHY.

DIVISIONS OF THE LAND.

MOunl OF A RIVER OP∈MING INTO THfe

OC∈AN･川　THE RIVER,ATITS MOUTH′

▲R亡A PENINSULA Aけ8 !EV∈RAL ISLANDS.

ONItlERIGHTISA LIGHT･HOUSE ON HIGH

GROUND;8亡VOND.INTHEOISTANCE,JUT-

TING OUT INTO THE OCEAN,IS A CAPE.

OH THE LEFT IS A CITY; A RAlしROAO

TRAIN IS ENTE月ING IT.

第3園　原拠本の図(Mouthof a river‥ )

出典:MSG. (1872) p.9.
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``支那,土留古,辺留社等の諸国‥ . " (六の巻　第

十六丁ウ)と記しているが, MSGでは, ''china,Japan,

Turkey,and Persia別℃…" (p.38)と書かれている.福沢

は, MSGにおいて二番目に列記された"Japan'を意

識的に欠いて訳したのではなかろうか.佐藤(1994,

p.7)は, "‥.本書(筆者注: 『頭書』)に垣睦む

日本は直接には登場しないが, 『文明論之概略』に｢土

耳古,支弧　日本等,亜細亜の諸国を以て半開の国と

称し｣ (･丑16) (筆者注: 『全集』4,p.16)と述べられ

ていることから,日本は｢半開｣に位置付けられてい

た. " (筆者下線)と記している.佐藤の疑問-の直

接的答えにはならないが,一つのコメントとして, M

SGに日本の国名が既に列記されていたことを示して

おく.なお､三の巻　ヨーロッパ地誌の総論に於ける

頭書中の挿絵図(図番号30)で,未(辛)開の国とし

て｢とるこ｣ , rぺるしや｣が挙げられ,日本はここ

に於いても列記されていない.

上述の4つのレベルに分類する考え方は,福沢の地

理学を分析する際.重要な鍵である.佐藤(1994,p-5)

は, ``これこそ(筆者注:佐藤は｢発展段階説｣と表

記)が福沢の地理学に関する方法論であったといえ

る. "とし,それは､ "当時のヨ一口ツペニおいては,

むしろ一般的な考え方であり, .　"とも述べてい

る.福沢は,当時,欧米の文明開化の段階にある先進

国と対比して,日本が置かれていた危機的状況を国民

に認識させるために,社会の進化の4つのレベルを『頭

書』中で提示し,強調している25)

次ぎに, ｢人間の地学｣では"世界中に帝国あり,

王国あり,公国あり,侯国あり,或は共和政治の国あ

り. " (六の巻　第十七丁オ)と文章が続く.それは

MS Gの"Ciヽil or political geography　の車中のPolitical

diヽisionsの項での質問Q162-Q167の解答に相当する.

さらに, ``人民の多く集りて家を建て市町を開きし処

を都会といふ‥　‥ " (六の巻　第十七丁り)は,

質問Q169,Q171の解答とほぼ一致する.最後に, "政

府の体裁とは某国を治むる法の立方をいふ.その種類

三あり. " (六の巻　第十八丁ウ)と続き, ｢もなる

き｣ , ｢貴族合議｣ , ｢共和政治｣の説明をして｢人

間の地学｣を終える.政体(政府の体裁)は, MSG

の"Ciヽ朋or political geography"中のForms of government

の項での質問Q175-Q183 (Q182を除く)の解答に相

当する.ただし,共和政治の"共和政治の趣意は‥

15

国威を海外にまて確かすを趣意とせり'' (六の巻第二

十丁オー第二十二丁オ)の部分は-　MSGには見当た

らず原拠不明である.前文に続く本項の最終文章, "亜

米利加合衆国にては‥ .二年交代なり'' (六の巻　第

二十二丁オー第二十二丁ウ)は. MSGの質問Q184-

Q186の解答とほぼ一致する.政体についてもーの巻か

ら五の巻までの各国地誌の説明中で随時.言及し強調

している. MSGの"Civil or political geography　の章

では,上記に続いて　Varieties of languages, Systems of

reli由onの項が記載されているが, 『頭書』においては.

該当箇所はなし.言語と宗教の事項が翻訳されなかっ

た理由は,判らない.

以上のような調査結果から,六の巻｢人間の地学｣

の主要な部分における内容記述および挿絵図を含む内

容項目の構成は, MS Gの"Ci＼,al orpolitical geography

の章に準じ,翻訳されているとみなして良いであろう.

しかも. 『頭書』の中心的な概念である社会の進化を

四段階に分ける考え方と政体(政府の体裁)について

の区分は, MSGに拠っていることが判明した.

後日, 『頭書』と〟5Gとの対照を行い,訳文にない

原文箇所あるいは逆に原文にない訳文箇所等を詳細に

調査し,発表してみたい.

Ⅳ　おわりに

筆者は,福沢が『頭書』を著訳述する際,参照し.

執筆上,強い影響を与えた書物, MS Gの著者Mitchell

および彼の著作について述べることで結語にかえる.

以下のMitchellに関する伝記的事項は,主として

Dictiooiry of American biography. Vol. 13. (1934).と

Biographical dictionαりof American educators. Vol. 2.

(1978).によっている. Mitchellのフル･ネームはSanuel

Augustus Mitchellで,父親williamと母親Maryの息子

として1792年3月20日にConnecticut州Bristolで出生

した.父親williamは. 1773年頃スコットランドから

connecticut州Bristol -移住してきた. 1815年8月,

sanuel Mitchellは. Rhoda Ann Fullerと結婚した.若い頃,

彼は,教師の職についていたが,当時の地理教科書中

における解説･教授法に満足できなかった.彼は,経

営力と共に文才を有していたので, Philadelphiaにおけ

る40年間,地理教科書,地図,地理入門書を改良する

ために著述し.出版することに尽力を傾けた.一時期,
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地三理数科書.地図等を年間40万部も販売した.このよ

うに需要が多くあった理由の一つは,最新の地理上の

発見を図書等に組み込む努力を怠らなかったからであ

る.

1831年, AnewAmericanatlasとアメリカ合衆国を幾

つかにわけた区分図を出版し,引き続き移住地の地図

を刊行した.南北戦争(1861-1865)の開始時期,彼は

.Map of the UnitedStates and territoriesを出版し,それは

軍隊の要塞作りに役立った.

Mitchellが発行した初期の地図の多くは, ∫.H.Young

によって彫られ,イギリスの有名なマップ･メーカー,

John Arro＼vsmith (1790-1873)が作った同時期の地図と

比較される　Mitchellは,地図学の分野にタイミング

良く参入した. 1803年から1806年にかけての

Me血vether Leivis( 1774-1 809)とWilli抑I Clark(1 770-1 830)

によるMissouri Riヽ･eTの探検等に続き,人々はより新し

い国土に関心をむけ,旅行地図やガイドブックを切望

する時期であった.

Mitchel】は,生徒の学力の発達段階に適合した学校地

理システムのプランを早い時期から考えていた.そこ

で, "Mitchell's (old) series of､ geographies ',後には,

"Mitchell's ne､v series ofgeographies" - 'を刊行した.後者

のシリーズの一冊がMSGである.上述の図書の多く

は,多数の版次を重ね,改訂されて二十世紀初頭まで

発売されていた.彼は,アメリカ地理学の発展に偉大

な足跡を残して, 1868年12月18日, Pennsylvania州

Philade】phiaにて死去.

Mitchellの著作(地理教科書)の日本-の導入につい

てみてみよう.導入の最初の人物は,現時点では断定

出来ない.しかし,福沢が『<釧華>窮理図解』 (1867

午)の凡例に引いている点から,福沢はMitchellの著作

を導入した初期の人物の一人と考えて良いであろう.

既述のごとく, Mitchel】の地理教科書(原書)は,明

治初期から中期にかけて広く学校で採用された.また,

Mitchellの地理教科書の翻訳書あるいは参照したこと

を明記した書物が刊行された.例えば. 『万国地誌階

梯』 (松村精一郎訳. 1878(明治Il)年　27) 『ミツエル

地理書直訳』 (谷　春雄訳, !887{明治20)午) 1米等が

ある.なお,筆者未見であるが翻刻本も刊行された様

子である(高梨･出来<1993.p.33) ).

本稿は福沢諭吉の地理学を解明するための基礎的作

業として, 『頭書』を取り上げ,内容を調査･検討し,

原拠本を同定することを試みた.原拠本調査は,原資

料所蔵の制約上の理由等で十分に行えなかった.また,

原典とのチェックもできるだけ努力したが果たし得な

い場合も多くあった.読者のご指摘によって.本調査

を改善し,今後の研究を進めて見たい.本稿を作成す

る:こあたり,元･一橋大学細谷新治教授に貴重なご助

言を賜った.慶応義塾福沢研究センター並びに同セン

ター　東田全義民および慶応義塾大学メディアセンタ

ー　白石　克氏に資料の閲覧等にてご協力していただ

いた.以上の方々に厚くお礼を申し上げる.

注

り『世界賓尽J It,同頓においても刷りが異なると,太文に

訂正がなされたり.あるいは,慶応義塾蔵版∃録に収録され

ている書名に速いが生じたりする場合もある.また.内容が

同一であっても表紙が異なることもある.子細に点検すると,

種々の書物が存在する.ニれらの考察は,書誌学的には重要

であるが,本稿では触れない.

2)再牧では,初版の襖りを埋め木して訂正してある.

3)富田(1964,p.16)によると,刊年について次ぎo)ような見

解を述べている.見返しに"明治四年辛未十二月再刻､､と記

されているが,再版六の巻に付されている慶応義塾蔵版目録

中の書名を検討すると.再版が実際に発行発売された時期は.

明治五年夏頃と富田は推定している.

4)再版二の巻から五の巻までの本文等のノンブルは,初版と

同じなので略ナる.

5) F (i/本)世界国尽iは, 『頭書』の-の巻から五の巻主で

の本文のみを習字用手本として草･行書体で記したもの.敬

下は福沢門下生であった内田晋斎(1 84和姦永元)午- 1 899 (明

治32)午)の隼による.

6)地図(真の半世界･西の半世界)についてア頭書』とFく轟

/本)世界国尽』とを比較すると,両手の半世界図のサイズは

同一であるが,図書の大きさの違いから, F頭書i'の図に見

られた縁飾りが『 (i/衣:･世界国尽』では省略されている.

T頭書』の図では,原本(不明)にある縁飾()までも忠実に

複製したのではないか.

7)<鶏字/#本>世界国尽J !t, 『頭昔』の-の巻から五の巻モで

の本文のみを惜春体で読本風に刻する.巻末に. "明治九年

二月二日版権免許''と記されている.

8)福沢の都訳活動について,杉山(1986, p.230)は, L`訳者と

しての彼の活動はT酉i単事情初編』からF帳合之法よに至る.

ナなわち1866 (慶応二)年f.1ら1874 (明治六)年に至る,

そして点数にかんしていえげ中間の1870 (明治二)年を頂点

とする.二の短い期間にほぼ集中している.ー　と述べている.

蘇



福沢諭吉著F世界国尽』に関する一研究

したがって, F頭書』 :L　葡訳活動の頂点時の作品である.

9)地誌型往来物とは.ある地域の風土,産物,人情風俗,名

所旧跡等を記している往来物を指す.現在の社会科(地理)

の教科書の性格に類似している面もある.

10)石川･石II (1967,p.78)を参照.

‖)石川･石川(1967,pp.489491)は本書を収録し.解題を付し

ている(石川･石川(I967,pp.12l-122)).

12)石川･石川(1967, pp.492-509)!t本書を収録し,解題を付し

ている(石川･石川(1967,p.122))

13)本書ffj書誌的事項は, The national unio/i catalogpre-1965

imprints. (以下i¥'UCと略す) Vol. 2(泊(1972, p.473)によると

次ぎu)とおり. G∝血ich, Samuel Griswold, 1793-1860. Peter

Parley's universal history, on the basis of geography. For仙e use of

families... [c!8371および,慶応義塾大学メディアセンター所

蔵本のタイトル･ページ幕に"Entered, according to the Act of

Congress, in theyear 1837㌣∵'と0)記載があり,本書の初版の

刊行は, 1837年とみなして良いであろう.

14)政体の説明:=ついて.石川(I988,p.120)は, ‥競して,

絶対君主制･専制政治の国国についてけ,筆を簡略にして長

所よりも多くo短所をかぞえ,反対:=英国u')よJ)な立憲君主

制.米国Ulごとき共和制についてIi詳しく記述して,その長

を挙げている. "と記している.福沢のこ0〕ような記述(I)仕

方ほ,本稿中にも指摘した通り,福沢が自国の将来像を国民

に理解させる意表から生じたのであろうと筆者(蘇)は考え

ている.

15)学制期cT)生徒cO内:=は, ,ト学時代, 『頭書j中に掲載され

ている挿絵図に接し,更にt　Ⅲ- 1.で述べるように下等中

学で挿絵図(7)原拠本(原書) ,'一再び接する者主､いた.こL7)こ

とJt-,場所o)イメージを固定させる作用を助長したと推測す

る.

16)教育史的視点の項についてii.石川･石川(1967, pp.22-23)

g^巨冠=

17)本音co書誌的事項け次ぎ(/)と<J3り.東野利肴1906)二『慶応

義塾図書館　洋書日録』. (Catalogueofthe Keiogijuku library).

東京　重応義塾, 418p.木目垂封も慶応義塾図書館において

最初の洋書蔵書∃録(冊子体)である.

18)本日艶も次ぎの資料こ収録されている言,のを利用する.

金子宏二: 『藩学兼賢皇蔵洋書目晩==こついて-慶応三年

福沢諭吉将来本-.福沢諭吉年鑑, 8, pp.207-217. (初

出は早稲田大学図書館紀要　第20号)　本百錬は,福沢が

再度,渡米した際,購入した図書中.仙台藩に分かちた分を

記載している.

)9)本音の書誌的事項は, .¥'L:C Vol. 388 (1975, p.100)によ

ると次ぎL7)と<JIり. Mitchell's ne＼l. school geography. Fourth

ヒtook of廿】e series. A svstem of m∝王em geography, physical, politト

cal. and descriptiveこaccompanied by a new atlas of to仙,･four cop-

perplaie maps. Philadelphia, E. H-　Buter & co., 1865　4>6p.

illus.-･上記のように,初版の刊行it. 1865年である.一橋

大学附属国事鯖てti予1年不明,I)ものを所蔵している.一楠大

本と複刻本とを比較すると.両者の総べージは456p.で同じ
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である机本文の記事,データ等に違いがあり,挿絵図の掲

載ページも異なる箇所が幾つも見出だされる.内容表記から

判断して,一橋大本は複製本より刊年が新しい版である.従

って,本稿では,原則として複刻本を使用する.また,上記

のょうに姉妹書として,手彩地図を含むAガtchell'snewschool

alias (1865)があり,慶応義塾大学メディアセンターにおい

て】874年版を所蔵している.

20)複刻本の書誌的事項凡　次ぎのと‡;り.高梨健吉･出来成

訓監修o 992): Mitchell's newschool g岬phy.東京　大空Tt.

r6】,456p. (英語教科音名着港集　第4巻).

21)本書o)昔話的事項け, ,¥'L?C Vol.123(1970,p.133)による

と次ぎのとおり･ Cornell's high school geography...N.Y..D.

Appletton&co., 1856.上記のように,初版の刊行け, 1856年

である. Appletton&co.は, NewYorkの出版社兼書店で,揺

沢が再度の渡米の際に,立ち寄った店である.本稿で利用し

たCornell's high school geography.にiもタイトル･ページに"秦

応義塾之印"および"慶応義塾書館"という蔵書印二頼が頼

印され,墨字で"第三十九号'と書かれいる. ``慶応義塾之

印''から判断して,本音は1868(慶応4 )年4月から1869

年に塾で学生貸与用に所蔵したものであることが判る.

22) Cornell's primary ge耶妙.の原本に接することが不可能

であったので,本稿では, -'複刻"と称している『地学初歩』

を使用する. Cornell's primaゥgeography.と『地学初歩』と

の関連についてl七次ぎの論文が詳しい.石山　洋(1965) :

英字における地理研究.日本美学史研究会研究報告, 26,14.

23)本書の音読的事項は, NL-C Vol.64{1969,p.]15)によると

次ぎのとおり. Bohn, Henry George.1796-1884. A pictorial

hand-book ofme山em geography′, on a popular p一an, compiled斤om

the best authorities. English and foreign,...,1 861.上記のように,

初版の刊行は, 186】年である.

24)山住(I970,p.35) It,六の巻:=ついて, "この本編は有名

だが,そのあとについている地理学総論も,地理教育にとっ

て重要である. "と述べて1..ら.

25)Takeuchi, K.(1974, p.5)は,社会の進化の四つのレベルに関

連して, "This conviction, this aspiring tow打ds civilization l17u

just what the Sekai Kunizukushi appealed most to in the readers of

thosedays"と述べている.

26) The new primary geography. (1 875年刊.一橋大学附属図事

館蔵)のタイトル･ページ裏の"Adヽ�"ertisement"によると,

"Mitchell's new series of geography"には次ぎの図書が含まれ

る. Mitchell 'sfirst lessons in geography., Mitchell 's new primary

geography., Mitche,〟 's neM: intermediate geography., Mitche〃 's

neT-∫ school geography'and atlas. Mitchell's new p.わfsical

geography., Mitchell 's nev/ outline maps., Mitche〟 's new ancient

geograp句,.

27)本書の凡例によると, " (ミツチエ′レ)氏著大′トノニ地理

青原本二依り訳出スト錐. . . " (凡1札p.3)と記されてい

るが,本書が, ``Mitchell-snewseriesofgeography　中のいか

/亡る書物を軒訳したのは同定できない.本書にiも挿絵:副i

なく,地名の読み方については『浪費志略』 (徐雑食, 1848
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年) , F地理全誌』 (Muirhead,W.幕絶東沖) , 1858年)

『地球説略』 (Wa)I,R.Q.稗理哲(中, I860年)等を参考

にして官昔の漢訳字を当てている.校訂版が188】 (明治14)

年に刊行されている.

28)本書は, "Mitchell's nell･ series ofgeo野aPh)′''中の, Mitchell's

newprimaり′geograp句ノ.を訳出したのではなかろうか.本音の

目次構成は, Mitchell 's new pri.JI町- geography.に近似している

が,本書にIt,原本にある挿絵図･地図はなく,また,原本

の全ての文章を翻訳していない.
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